













んと願ず。是を衆生縁と名く 法縁とは諸の衆生の所須の物を縁じて之を施与す 法 と名く。無縁とは如來を縁ず。是を無縁と
名く。
如来大師は永く貧窮を離れて、第一の楽を受く。若し衆生を
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ように、まず菩薩自身が垢を無くすために、三昧をもって三諦を自覚することで垢を無くし、そこからさらに機根に対して三諦を ことにより、実相 同体であること 示すのであると説く
天台は『涅槃経』や『大智度論』で分別され説かれた衆生縁・法縁・
無縁の慈悲の、それぞれの性格を踏襲 いることが考察される。さらにその上で、衆生の五陰を縁ず 衆生縁の慈悲のはたらき つい 重層的に解釈し、菩薩行の一環 ある仮観の中においてもそ はたらきが見られることを明示してい 。この衆生縁の慈悲 関し 天台は、 『大智度論』等に述べられた「凡夫人には衆生縁の慈悲」というようなやや限定的な考察とは違い、衆生縁の慈悲 幅広い意義があること 示している。これが天台独自の観点 あるように思われる。
また無縁の慈悲については、三縁の慈悲は別々に存在することがない




通じ、仏・菩薩・衆生等が諸々 現象の下にいかな 体系づけがなされるかといったことを、三方向の道筋から解き明かすの あるが これに加えさらに『法華玄義』十妙の「感応妙」では、三縁の慈悲 よって示された体系の中の結びつき一々が如何なるも であ の といった点
を、衆生側を「感（機） 」 、仏菩薩側を「応」と定め、時間的・事理・善悪といった道理の上にもこの「感応」が成り立つことを詳細な検討を加え明かしている。そ 内容について次項より見ていく としたい。
 
五 　感応の構成
まず、 感応が起きることの意義を、 天台は「感応」を「感（機） 」と「応」















































































































































と述べられるように、三縁による道筋や感応などの体系を説き示すけれども、これ の体系は本来一であり 衆生と聖人である仏とは常に一体であることを説く。これにより聖人と同体である衆生そのものにそれぞれの価値を見出し、同じ世界 包まれてい という確証を与える。一方で、感応妙で見られたように、衆生が独自で修道することを奨励し、その結果を受けて聖人が応同するとい ことについても明示す ことで、衆生を支えていく姿勢を打ち出していることを窺い知ることができるのである。その際、具体的現実的な比喩を用いて聖人の視点、衆生の視点などの様々な観点から説き示す。 の多彩で柔軟な論法と うのも、天台の説く慈悲を示す上での大 な特徴であると言っても良いの はないだろうか。
このように、衆生と聖人の微細から広大な慈悲についての連関・体系
を、三縁の慈悲と感応といった思想から見てきたのであ が 双方 もに衆生の修道 一貫 してその現象が起こり、その修道を行い続けるとが更なる慈悲を生ずることであることを窺 知ることが きた
では果たして慈悲を生ずる 真理を生ずるはたらきにはこれらの他に










三十三巻、七二四頁上） し、三諦 具すことが三昧と言うことを明かす。（（）根本業清浄戒、前後眷属余清浄戒、非諸悪覚覚清浄戒、護持正念念清浄戒、廻向具足戒 無上道戒のうちの根本業清浄戒 これは『南本涅槃経』聖行品（大正十二巻、六七四頁上）に基づく。また戒聖行では、同じく『涅槃経聖行品』 五 よ 禁戒、清浄 、善戒、不欠戒、不析戒、大乗 、不退戒、随順 畢竟戒、具足諸波羅蜜 を、 『大智度論』巻第二 大正二十五巻、 二二六頁上）より、不破戒、不欠戒、不穿戒、不雑 随道戒、無著戒、智所讃戒、自在戒、随定戒、具足戒を取り上げ それぞれの内容や相互関係が述べられている。（（）『法華玄義』 （大正三十三巻 七一九頁中）では 「八背捨 名は云云。浄潔の五欲に背き著心を捨離す、故に背捨と名く云云。修とは持戒清浄にして大誓願を発し、大事を成さんと欲せば、身を端し心を正しくして諦かに足の大指を観じて大豆の黒み 脹れ、ふく（爾に造りが皮）れ起るが如しと想え。 」とあり この後に自らの体を例に挙げ、内の見我や外 貪愛を破すこと、貪著の心に背き てる
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ことを説く。（（）この点に関して『法華玄義釈籖講義』において「悪業垢塵沙垢等を破す」項として「業は但だ事障にしてその性染汚に非ざれば と与う。類を同ずるが故に俗諦の破する所と為す。 」 （ 『法華玄義釈籤講義』仏教大系天台大師全集「法華玄義三」一二一頁）と、衆生の業の性は清浄である、 いった観点より同様の見解を示している。また、 『法華玄義釈籤講述』には「見思はこれ煩悩にして内に在り悪業はこれ作業にして外に在り。故に悪業を以て塵沙と与う。共俗諦三昧に対す。また業即ち解脱の意なり 」と述べられる。 （仏教大系天台大師全集「法華玄義三 一二一頁）（（）窮覈（ぐうかく） 「窮」 極める と。 「覈」は覆われ いたものを明らかにすること。（（0）『維摩詰所説経観衆生品第七』 （大正十四巻五四八 下）（（（）『法華玄義巻第六上』大正三十三巻七四七頁中～下（（（）ここではさらに、 「問う。頗し善機悪応、悪機善応、偏機円応、円機偏応有りや。答う。無方に適えば、亦た此の義有り。 （ 『法華玄義巻第六上』大正三十三巻七四九頁上～中）と述べて、善の機にも悪をもって応ずることで善根を成長させることや、衆生にとって計り知れない や が起きた時の現象をもその体系に 具体的 組み込もうとするのである。（（（）この句の数について、中嶋隆蔵氏は「天台智顗の感応思想 そ周辺」 （日本文化研究所研究報告第
（0～
（（集・１９８４～８６）
において四句の展開を自ら計算し、 「四句の展開の極 おいて六万四千八百に計えられた総計も、実は一万九千二百と、三分 一以下に激減し まうことになるが、それにしても、なお二万種近い多様な形態を構想することにより、智顗は 感応現象の委細 尽し切ったと見てよいであろう。 」と指摘する。
（（（）この父子の比喩について池田魯参氏は「天台感応思想の成立意義」（ 『駒澤大学仏教学部研究紀要』第二九号・昭四六）の中で、均正の『四論玄義』と『法華玄義』との内容比較を行い、 その考察として「天台は感応の同異全体を父子相関の事実によって考えようとしているのであるが、均正 場合は、信解品解釈の立場において、父子相関を理として限定し、 理の感応をもって、付家業という、事の感応が理解されるのだと考えるのである」とし いる。この均正の感応に対する見解については今後の研究課題とし考察を進めていきたい。
 
